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感謝の心 

校長 野口 直樹 

青南小学校の外構部には、今年も色とりどりの花が咲いています。これは、昨年度末に青

南ガーデニングクラブの皆様が、植えてくださった花々です。青南ガーデニングクラブの皆

様ありがとうございます。 

一階の体育館に降りていく階段の入り口に「ありがとう青南」との文字が掲げられていま

す。これは、昨年度の「ありがとう青南」の会の折に、保護者の方が作ってくださったもの

です。この言葉を日々大切にしたいとの思いから、今も掲げています。子どもたちの学校生

活は、様々な方々に支えられています。保護者の皆様は、もちろんですが、地域の方々、港

区役所の方々、そして、学校で働く教職員です。どれ一つ欠けても、健全な学校生活は成り

立ちません。日々、感謝の心をもって学校生活を送ってほしいと考えております。今回は、

そんな感謝の心を感じることができたエピソードを２つ紹介します。 

① 給食ありがとう 

先日、栄養士さんに手紙が届きました。その手紙には、自分が進級したこと、給食が大好

きであること、給食を作ってくれている栄養士さんと調理員さんにとっても感謝してい

ることが書かれていました。手紙をもらった栄養士さんや調理員さんは、大変喜んでいま

した。また、給食を作ることにやりがいやほこりをもつことを再確認できたと言っていま

した。お手紙ありがとうございました。 

② 優しい心ありがとう 

地域の方から、お電話がありました。その方は、小さいお子さんのお母さまでした。電話

の内容は、青南小学校の子どもが、公園で遊んでいた我が子に付き合って、楽しく遊んで

くれて、そのホスピタリティに溢れる対応に感激してどうしても学校に伝えたくて電話

をしたとのことでした。子どものよさを見付けてくださりありがとうございました。 

 この二つの子どもたちの行動は、いつでもどこでも青南の子を体現しているものであると

私は、考えます。冒頭でも書きましたが、学校生活は、たくさんの方々に支えられているこ

とを日々感謝することを心に留めて生活を送っていきたいものです。子どもたちだけでなく、

私たち大人も、「おかげさまで」の心をもって、日々の教育活動に取り組んでいきたいと考え

ます。 

 

 

 

 

 
令和６年４月３０日 

港区立青南小学校 

校長 野口 直樹 

                                                          

【通知表の改定について】 

 昨年度末から、通知表について検討を重ね、今年度から、体裁を変えることとしました。大きくは、

これまで、前期・後期ともにあった所見欄について、後期のみの記載となります。なお、所見等につ

いては、個人面談の折に、担任から、学習の状況と合わせてお話しさせていただきます。ご理解い

ただきますようお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちのため（力）になる研究を 

研究主任 

国語の研究も４年目に入りました。今年度は、国語科の「話すこと・聞くこと」の領域

について研究していきます。例年、ここに研究主題を掲載していますが、今年度はまだ決

定していません。それは、現在子どもたちにアンケートを取っているからです。「話すこと」

「聞くこと」「話し合うこと」について、子どもたちが感じている課題やアンケートから分

かる実態をもとに、研究主題を決めようと取り組んでいます。今まで以上に子どもたちに

寄り添い、子どもたちのため（力）になる研究を進めていきたいと思います。 

今年度も、昨年度同様、１年生から６年生まで、計６回の研究授業を行います。それぞれの分科

会で決めた「目指す児童像」に近付けるように「話すこと・聞くこと」について研究を深めていきた

いと思います。 

桜と出会えた入学式から 1か月 

１年担任 

 校庭の木々や草木、花々に迎えられてきた青南の歴代の新入生達は、すっかりお兄さん、お姉さんとな

り、日々、一年生を温かくサポートしてくれています。今年の入学式は、桜の花にも盛大にお祝いしてもら

えた、近年では珍しい特別な入学式でした。 

 無事に対面式を終えた１年生は、青南の校庭で春風に吹かれておにごっこをしたり、ジャングルジムや

鉄棒にしがみついたり、ぶらさがったり、楽しい中休みを過ごすようになりました。学習も少しずつ頑張っ

ています。国語では、姿勢を正してえんぴつを持ち、ひらがなの練習を一文字ずつ進めています。算数

は、一対一の対応から数の合成分解に進んでいきます。図工では、すきなものを描き、色画用紙にきれ

いに並べたり、消防写生会の絵に取り組んだりしています。毎日、新しい学習に真剣に取り組み、少しず

つ、少しずつ、力を積み重ねていっています。 

 

5月の生活目標 

【決まりを守って生活しよう】 

生活指導部 

きまりはみんなが安全にかつ安心して生活できるようにするためにあります。誰もが安

心して、安全な生活を送るためには、一人一人が互いの権利を尊重し、理解し合うことが

大切ではないでしょうか。きまりを守らなければならないという気持ちはあっても、自分

の都合を優先させたいという心の弱さは誰にでも存在します。その気持ちを乗り越え、周

りの人のためや自分のために、きまりを守ろうとする心情を育んでいきたいと思います。 


